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キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
・

ロ
ン
ド
ン
精
神
医
学
研
究
所

に
研
究
留
学
し
て
も
う
す
ぐ

4
年
に
な
る
。
そ
の
間
、
英

国
の
精
神
科
専
門
医
試
験

（M
RCPsych

）
に
合
格

し
、
専
門
医
資
格
と
医
師
免

許
を
取
得
し
た
。
以
降
、
統

合
失
調
症
患
者
の
脳
内
炎
症

に
関
す
るPET

研
究
に
従
事

す
る
傍
ら
、
統
合
失
調
症
の

専
門
外
来
で
精
神
科
医
と
し

て
働
い
て
い
る
。

　

慶
應
で
培
っ
た
臨
床
医
と

し
て
の
土
台
は
海
外
で
も
十

分
通
用
す
る
が
、
こ
と
に
精

神
科
臨
床
に
お
い
て
は
言
葉

や
文
化
の
壁
は
大
き
い
。
特

に
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
印

象
的
な
出
来
事
が
あ
る
。

　

医
師
免
許
を
取
得
し
て
ま

だ
間
も
な
い
頃
、
イ
タ
リ
ア

人
指
導
医
の
診
察
に
陪
席
し

た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
患
者

は
精
神
病
を
抱
え
る
中
東
系

の
女
性
で
、
敬
虔
な
イ
ス
ラ

ム
教
徒
で
あ
っ
た
。
ラ
マ
ダ

ン
の
時
期
で
連
日
断
食
を

し
、
体
調
を
崩
し
て
い
た
。

断
食
の
重
要
性
を
訴
え
、
頑

な
に
栄
養
補
給
を
拒
む
患
者

に
対
し
、
指
導
医
が｢

病
人

は
断
食
を
し
な
く
て
良
い
と

ア
ラ
ー
は
説
い
て
い
た
で
し

ょ
う
。
自
分
を
い
た
わ
る
こ

と
が
、
神
を
愛
す
る
こ
と
に

繋
が
る
の
よ
。｣

と
諭
し
た
。

他
者
の
宗
教
に
対
す
る
突
っ

込
ん
だ
指
導
に
内
心
ヒ
ヤ
ヒ

ヤ
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
多
く

を
語
ら
な
か
っ
た
患
者
の
夫

が｢

先
生
、
よ
く
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
！｣

と
感
謝
の
気

持
ち
を
述
べ
た
こ
と
に
は
驚

い
た
。
そ
の
時
か
ら
、
日
本

人
と
し
て
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
ず
、｢

地
球
人｣

と
し
て

幅
広
い
知
識
や
価
値
観
に
触

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

研
究
で
専
門
性
を
深
め
る

た
め
に
留
学
し
た
自
分
が
、

4
年
目
と
な
っ
た
現
在
、
思

う
こ
と
。
そ
れ
は
、
臨
床
医

と
し
て
の
幅
を
ま
だ
ま
だ
広

げ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
患
者
の
治
療
を
前
進

さ
せ
る
た
め
に
は
、
も
ち
ろ

ん
一
流
の
研
究
者
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
同
時
に
、
臨
床
医
と
し
て

も
一
流
で
な
け
れ
ば
、
患
者

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
し
、
と
も
に
研
究
す
る

仲
間
か
ら
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ

る
こ
と
も
な
い
。

　

自
分
のcomfort zone

を

抜
け
て
、
足
り
な
い
も
の
を

求
め
て
い
く
こ
と
。
そ
れ

が
、
留
学
で
得
ら
れ
て
い
る

教
訓
だ
。

（
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
・

ロ
ン
ド
ン
精
神
医
学
研
究
所

�

水
野
裕
也　

86
回
）

慶應医学賞授賞式・受賞記念講演会開催
第24回

秋 

の 

叙 

勲

受
章
者
一
覧

瑞
宝
中
綬
章

中
村　

達（
外
49
回
）

〈
教
育
研
究
功
労
〉

元
　
浜
松
医
科
大
学
長

瑞
宝
小
綬
章

野
村 

總
一
郎（
精
53
回
）

〈
防
衛
教
育
功
労
〉

元
　
防
衛
医
科
大
学
校
副
校
長

六
番
町
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
名
誉
院
長

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
精
神
・
神
経
科
学
講
師
（
非

常
勤
）

瑞
宝
小
綬
章（
２
０
０
３
年 

藍
綬
褒
章
）

澤　

温（
精
51
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

元
　
さ
わ
病
院
長

さ
わ
病
院
理
事
長

元
　
日
本
精
神
科
救
急
学
会
理
事
長

瑞
宝
中
綬
章

藤
野 

忠
彦（
内
47
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

元
　（
独
）国
立
病
院
機
構
神
奈
川
病
院
長

第
１
４
８
回
日
本
結
核
病
学
会
関
東
支
部
学
会
会
長

元
　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内
科
学
（
血
液
・
感
染

・
リ
ウ
マ
チ
）
客
員
教
授

元
　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内
科
学
（
血
液
・
感
染

・
リ
ウ
マ
チ
）
講
師
（
非
常
勤
）

慶
應
義
塾
大
学
病
院
　
　

　
　
　
年
末
年
始
の
休
診

年
末
年
始
は
、
12
月
30
日（
月
）よ
り
1

月
４
日（
土
）の
間
休
診
と
な
り
ま
す
。

病　

院　

長

�

医
学
部
長
　
天
谷
　
雅
行

　

医
学
部
で
は
毎
年
新
春
に
教
職
員
お
よ
び
三
四
会
員
に
よ
る
祝
賀
式
を
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
新
年
祝
賀
式
を
下
記
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
春
早
々
ご
多
用
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
都
合
を
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
祝
賀
式
と
併
せ
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶

應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

記

日　

時　

２
０
２
０
年
１
月
６
日
（
月
）
11
時
か
ら
13
時
30
分

場　

所　

２
号
館
11
階　

大
会
議
室

「
医
学
部
新
年
祝
賀
式
」
お
よ
び
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医

学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶
應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞

授
賞
式
」
の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

第
４
回
健
康
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞

�

決
勝
大
会
を
開
催

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
主
催

栓
術
・
硬
化
療
法
の
話
題
を

提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鼠
径
部
の
リ
ン
パ

節
を
穿
刺
し
て
リ
ン
パ
管
造

影
を
行
う
こ
と
で
漏
出
部
を

同
定
し
、
漏
出
部
の
塞
栓
術

を
行
う
治
療
法
で
、
彼
自

身
、
日
本
・
ア
ジ
ア
で
広
く

啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
全
身
の
リ
ン
パ
漏
が
対

象
に
な
る
の
で
、
多
く
の
診

療
科
の
先
生
に
知
っ
て
お
い

て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

後
半
は
、
脳
の
リ
ン
パ
の
仕

組
み
で
あ
る"glymphatic 

system"

に
関
し
て
、
ま
ず

基
礎
の
立
場
か
ら
、
薬
理
学

教
室
の
安
井
正
人
教
授
に
お

話
し
頂
き
ま
し
た
。
脳
の
リ

ン
パ
系
は
最
近
少
し
ず
つ
解

明
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ご
専

門
に
さ
れ
て
い
る
ア
ク
ア
ポ

リ
ン
が
脳
の
リ
ン
パ
流
の
分

子
メ
カ
ニ
ズ
に
関
与
し
て
お

り
、
脳
の
リ
ン
パ
排
泄
と
睡

眠
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
と
の

関
連
も
示
唆
さ
れ
る
な
ど
大

変
興
味
深
い
お
話
し
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
臨

床
学
的
な
観
点
か
ら
、
名
古

屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
総
合
医
学
専
攻
高
次
医
用

科
学
講
座
量
子
医
学
分
野
の

長
縄
慎
二
教
授
に
は
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
を
用
い
た
脳
リ
ン
パ
流
に

関
す
る
最
新
の
知
見
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に

内
耳
の
内
リ
ン
パ
水
腫
の
画

像
化
か
ら
見
え
て
き
た
脳
内

に
お
け
る
血
管
周
囲
腔
に
沿

っ
た
方
向
の
水
の
移
動
や
認

知
機
能
と
の
関
連
は
大
変
興

味
深
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
は
、
ま
だ
端
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
の
研
究
領
域
を

取
り
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
質
疑
応
答
も
活
発

で
、
多
く
の
参
加
者
に
興
味

を
持
っ
て
頂
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
リ

ン
パ
系
の
最
前
線
を
知
る
事

が
で
き
た
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
領
域
の
進
歩
が
、
今
後

の
新
し
い
医
学
医
療
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
す
る
可
能
性

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
多
忙
な
中
で
講
演
を
引

き
受
け
て
下
さ
っ
た
講
師
の

先
生
方
や
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
企
画
・
運
営
に
ご
尽
力
頂

い
た
皆
様
方
に
、
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
を
迎
え
て
最

初
の
慶
應
医
学
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
、
本
年
10
月
26
日

（
土
）
に
「
リ
ン
パ
の
可
視

化
（
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
）
技
術

の
最
前
線
」
と
題
し
て
、
慶

應
義
塾
大
学
病
院
2
号
館　

11
階　

大
会
議
室
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
20
年
余
り
の
画
像
診

断
の
進
歩
に
よ
り
、
循
環
器

系
、
呼
吸
器
系
、
胆
道
系
、

消
化
管
系
、
尿
路
系
な
ど
多

く
の
人
体
の
シ
ス
テ
ム
が
3

次
元
で
可
視
化
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

第
5
回

医
療
連
携
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催 放射線科学教室

第98回 慶應医学会シンポジウム
「リンパの可視化（イメージング）
　　　　　　　　　技術の最前線」

陣崎 雅弘（66回）

　

地
域
医
師
会
、
連
携
医
療

機
関
と
の
「
顔
の
見
え
る
医

療
連
携
」
を
目
的
に
開
始
し

た
医
療
連
携
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
第
5
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
、
当
院

を
退
院
後
の
患
者
さ
ん
の
生

活
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
、
東
京
都
区
西
部
お
よ
び

23
区
内
に
所
在
す
る
訪
問
診

療
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
高
齢
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
、
連
携
病
院
等
の
方

々
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
会
で
は
、

三
村
將
副
病
院
長
か
ら
の
ご

挨
拶
の
の
ち
、
加
藤
恵
里
子

医
療
連
携
推
進
部
副
部
長

（
当
院
看
護
部
長
）
よ
り
地

域
連
携
の
取
組
み
の
現
状
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
当
院
の
医
療
チ
ー
ム
の

取
組
み
を
紹
介
し
、
地
域
に

連
携
す
る
ま
で
の
院
内
で
の

活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
く
場

と
い
た
し
ま
し
た
。
救
急
科

診
療
科
副
部
長
の
本
間
康
一

郎
先
生
か
ら
は
「
慶
應
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
、
続
い
て
新
た
に
開
設

す
る
「
医
療
・
看
護
・
介
護

相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
の

ご
案
内
を
い
た
し
ま
し
た

（
11
月
11
日
よ
り
開
設
）。

第
一
部
の
最
後
に
は
、
新
宿

区
健
康
部
副
参
事
の
白
井
淳

子
様
よ
り
ご
挨
拶
と
共
に
、

「
慶
應
義
塾
大
学
病
院
が
本

気
で
地
域
連
携
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
感
じ
た
」
と

の
評
価
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ザ
・
パ
ー
ク
」

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
腫

瘍
セ
ン
タ
ー
長
高
石
官
均
先

生
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
新
宿

区
医
師
会
長
平
澤
精
一
先
生

に
ご
来
賓
の
ご
挨
拶
で
は
、

地
域
連
携
の
更
な
る
推
進
へ

の
期
待
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
乾
杯

の
ご
発
声
は
、
訪
問
診
療
医

と
し
て
多
く
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
、
ゆ
み
の
ハ
ー

ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
弓
野
大
先

生
よ
り
い
た
だ
き
、
歓
談
の

場
に
移
り
ま
し
た
。
今
回
は

医
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉

士
、
理
学
療
法
士
等
多
職
種

の
方
総
勢
75
名
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
院
か

ら
は
三
村
副
病
院
長
、
松
田

事
務
局
長
、
加
藤
看
護
部
長

の
病
院
執
行
部
、
各
診
療
部

門
医
師
、
看
護
師
長
、
事
務

職
員
の
計
94
名
が
地
域
の
皆

様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
歓

談
の
場
で
は
、
地
域
で
ご
支

援
い
た
だ
い
て
い
る
患
者
さ

ん
の
情
報
交
換
や
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
の
重
要
性
に
つ
い

て
活
発
に
意
見
交
換
を
す
る

場
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も

「
医
療
・
看
護
・
介
護
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
は
、

在
宅
療
養
を
行
う
患
者
さ
ん

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
窓
口

と
し
て
大
変
心
強
い
と
、
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に
松
田
事
務
局
長

よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

無
事
会
を
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
回
も
会
場
と
な
り
ま
し

た
ザ
・
パ
ー
ク
か
ら
の
多
く

の
協
力
を
得
て
、
地
域
支
援

機
関
の
皆
様
と
の
交
流
を
深

め
る
場
と
し
て
大
盛
況
の
会

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
副
病
院
長

　

・
医
療
連
携
推
進
部
長

�

大
家
基
嗣　

66
回
）

頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
防

衛
医
科
大
学
放
射
線
医
学
講

座
の
曽
我
茂
義
先
生
に
は
、

Ｍ
Ｒ
を
用
い
た
リ
ン
パ
管
の

可
視
化
を
ご
紹
介
頂
き
ま
し

た
。
造
影
剤
を
用
い
た
Ｍ
Ｒ

検
査
で
、
下
肢
全
長
な
ど
広

範
囲
の
リ
ン
パ
が
３
次
元
で

可
視
化
で
き
、
リ
ン
パ
浮
腫

の
診
断
や
Ｌ
Ｖ
Ａ
等
の
治
療

計
画
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

造
影
剤
を
使
わ
な
い
胸
管
描

出
や
リ
ン
パ
節
か
ら
の
造
影

で
胸
管
を
描
出
す
る
方
法
な

ど
も
紹
介
さ
れ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の

リ
ン
パ
管
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に

は
更
な
る
発
展
が
期
待
で
き

そ
う
で
す
。
放
射
線
科
学
教

室
（
診
断
）
の
井
上
政
則
先

生
に
は
、
新
し
い
治
療
法
で

あ
る
リ
ン
パ
漏
に
対
す
る
塞

な
中
で
、
い
ま
だ
に
十
分
可

視
化
が
で
き
て
い
な
い
領
域

と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
の

が
、
リ
ン
パ
系
で
す
。
従
来

用
い
ら
れ
て
い
た
造
影
Ｘ
線

・
核
医
学
・
Ｉ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の

検
査
は
空
間
分
解
能
が
悪

く
、
脳
に
関
し
て
は
、
リ
ン

パ
の
仕
組
み
自
体
が
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

今
回
は
、
近
年
長
足
の
進
歩

を
遂
げ
て
い
る
リ
ン
パ
系
の

可
視
化
と
低
侵
襲
治
療
の
現

状
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
こ
の
分
野
の

pioneer

と
し
て
国
際
的
に

も
活
躍
中
の
先
生
方
を
お
招

き
し
、
前
半
は
躯
幹
部
の
リ

ン
パ
の
診
断
・
治
療
に
関
し

て
、
後
半
は
脳
の
リ
ン
パ
の

可
視
化
に
関
す
る
最
先
端
を

お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

前
半
の
最
初
の
演
題
で

は
、
形
成
外
科
教
室
の
梶
田

大
樹
先
生
に
、
光
超
音
波
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
に
よ
る
リ
ン
パ

管
の
可
視
化
を
ご
紹
介
頂
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
慶
應
が
先

導
し
て
い
る
取
り
組
み
で
、

深
さ
２
㎝
ま
で
で
あ
れ
ば
直

径
0
・
2
㎜
の
リ
ン
パ
管
を

３
次
元
で
描
出
で
き
る
と
の

こ
と
で
す
。
更
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
動
画
で
捉
え
た
世
界

初
の
リ
ン
パ
の
蠕
動
は
、
鮮

烈
な
印
象
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
画
像
は
、

リ
ン
パ
管
－
細
静
脈
吻
合
術

（
Ｌ
Ｖ
Ａ
）
の
手
術
計
画
へ

有
用
で
あ
る
こ
と
を
お
話
し

会場の様子

医
療
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
報
告
　
藤
澤
大
介
先
生

聴衆の多さから注目度の高さが伺える

 130組以上のチームの中から勝ち抜いた
6組のファイナリストによる決勝大会

受賞記念講演での
クレバース博士

受賞記念講演での
岸本博士

ザ
・
パ
ー
ク
で
の
懇
親
会

司会を務めた安井君と陣崎

慶應医学部新聞への投稿は
以下メールアドレスまで！

医学部新聞への投稿、ご意見、ご感想、
近況などは上記アドレスまでお送り
ください。

アドレス帳の変更などをお願いします。

〈新しいアドレス〉

sansikai-editor@
mediproduce.com

　

令
和
元
年
12
月
19
日
、
第

24
回
慶
應
医
学
賞
受
賞
者
で

あ
る
ハ
ン
ス
・
Ｃ
・
ク
レ
バ

ー
ス
博
士
（
オ
ラ
ン
ダ
・
ユ

ト
レ
ヒ
ト
大
学
医
療
セ
ン
タ

ー
分
子
遺
伝
学
教
授
、
ヒ
ュ

ー
ブ
レ
ヒ
ト
研
究
所
主
任
研

究
員
、
プ
リ
ン
セ
ス
・
マ
キ

シ
マ
・
小
児
腫
瘍
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員
）、
岸
本
忠
三

博
士
（
大
阪
大
学
免
疫
学
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

特
任
教
授
）
を
信
濃
町
キ
ャ

ン
パ
ス
に
迎
え
、
慶
應
医
学

賞
授
賞
式
お
よ
び
受
賞
記
念

講
演
会
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
開
催
さ
れ
た
。

　

慶
應
義
塾
ワ
グ
ネ
ル
・
ソ

サ
イ
エ
テ
ィ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
の
中
、
佐
谷
秀

行
教
授
の
司
会
進
行
に
よ
り

開
会
さ
れ
た
授
賞
式
は
、
岡

野
栄
之
審
査
委
員
長
に
よ
る

審
査
報
告
と
受
賞
者
紹
介
か

ら
始
ま
っ
た
。
ク
レ
バ
ー
ス

博
士
は
「
Ｗ
ｎ
ｔ
シ
グ
ナ
ル

に
よ
る
幹
細
胞
と
臓
器
形
成

制
御
」
に
よ
っ
て
、
岸
本
博

士
は
「
Ｉ
Ｌ–

６
の
発
見
か

ら
医
学
へ
の
応
用
」
に
よ
っ

て
、
学
内
外
約
80
名
に
よ
る

厳
正
な
審
査
を
経
て
選
出
さ

の
慶
應
医
学
賞
受
賞
者
の
中

で
も
ご
自
身
が
年
長
者
で
あ

る
こ
と
に
触
れ
、
今
回
の
受

賞
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
研

究
者
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
励
ま
し
だ
と
受
け

取
っ
た
と
話
し
た
。
さ
ら

に
、
か
つ
て
指
導
者
か
ら
言

わ
れ
た
「
人
を
残
す
、
仕
事

を
残
す
、
財
を
残
す
と
い
う

も
の
の
、
仕
事
を
残
し
た
と

こ
ろ
で
教
科
書
に
一
行
増
え

る
だ
け
だ
が
、
人
を
残
せ
ば

後
世
ま
で
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
言

葉
に
感
銘
を
受
け
た
と
し

て
、
後
進
を
育
て
る
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

最
後
に
は
、
自
身
の
研
究

の
成
果
に
よ
り
多
く
の
患
者

さ
ん
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う

と
話
し
挨
拶
を
締
め
く
く
っ

た
。

　

受
賞
記
念
講
演
会
は
天
谷

雅
行
医
学
部
長
に
よ
る
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
会
場
は
世
界

の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
両

博
士
の
貴
重
な
講
演
を
聴
く

た
め
集
ま
っ
た
３
０
０
名
以

上
の
聴
衆
で
満
席
と
な
っ

た
。
各
講
演
後
は
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

夜
に
は
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
学

外
審
査
委
員
で
あ
る
浅
島
誠

帝
京
大
学
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任

教
授
よ
り
祝
福
の
言
葉
が
あ

り
、
医
学
部
管
弦
楽
団
の
演

奏
の
中
、
両
教
授
を
は
じ

め
、
参
加
者
は
大
い
に
歓
談

し
た
。

【
慶
應
医
学
賞
受
賞
者
２
名

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は

令
和
２
年
２
月
号
に
て
掲

載
】

　

医
学
部
主
催
、
理
工
学
部

・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
・
慶

應
義
塾
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
本
部
共
催
の
健
康
医

療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
が
２
０

１
９
年
12
月
８
日
に
日
本
橋

髙
島
屋
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

（
三
井
不
動
産
ご
協
賛
）
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
足
以
来
応
募
数
は
増
え

続
け
、
学
内
・
学
外
を
含
め

１
３
０
チ
ー
ム
を
こ
え
る
登

録
数
を
達
成
（
学
生
・
社
会

人
合
計
）。
今
年
は
ポ
ス
タ

ー
形
式
の
１
次
審
査
を
導
入

し
20
組
が
選
出
、
さ
ら
に
面

接
形
式
の
2
次
審
査
で
６
組

が
選
ば
れ
、
決
勝
大
会
の
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　

社
会
人
部
門
で
は
汗
中
乳

酸
セ
ン
サ
ー
を
用
い
た
医
療

健
康
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

株
式
会
社
グ
レ
ー
ス
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
が
、
学
生
部
門
で
は

グ
ラ
ム
染
色
の
シ
ス
テ
ム
化

を
提
案
す
るGramEye

が
、

２
０
０
人
超
の
観
衆
の
前
で

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
企
業
賞
や
オ
ー
デ
ィ
エ

ン
ス
賞
も
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
決
勝
大
会
は
成
功
裏
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
向
け
に
、
知
財
の

ビ
ジ
ネ
ス
化
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
、
殿
町
キ
ャ
ン
パ
ス
共

催
の
医
療
機
器
プ
ラ
ン
作
成

ハ
ッ
カ
ソ
ン
、
学
内
専
門
家

と
チ
ー
ム
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と

い
っ
た
企
画
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
今
年
初
め
て
行
っ

た
ポ
ス
タ
ー
形
式
で
の
1
次

審
査
は
好
評
で
、
ア
カ
デ
ミ

ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

ら
し
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が

行
き
交
う
場
と
な
り
ま
し

た
。
学
内
外
の
関
係
者
の
皆

様
よ
り
弛
ま
ぬ
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
こ
の
場
を
借
り

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
で
は
ベ
ン
チ
ャ

ー
創
出
の
機
運
が
年
々
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー

大
賞
は
医
学
部
単
独
の
企
画

で
は
な
く
、
大
学
全
体
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
様
々

な
取
り
組
み
と
有
機
的
に
連

携
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
サ
イ

エ
ン
ス
の
高
い
レ
ベ
ル
の
両

立
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
慶

應
内
外
へ
よ
り
広
く
周
知

し
、
慶
應
義
塾
の
推
進
す
る

知
財
産
業
連
携
の
一
助
と
な

る
よ
う
活
動
し
て
い
く
所
存

で
す
。

（
実
行
委
員

�

大
岡
令
奈　

産
婦
96
回
）

お
問
い
合
わ
せ
：contest@

keio-antre.com

サ
イ
ト
：https://www.

keio-antre.com/

れ
た
。

　

続
い
て
長
谷
山
彰
塾
長
か

ら
、
両
博
士
に
賞
状
と
メ
ダ

ル
、
目
録
が
授
与
さ
れ
た
。

長
谷
山
塾
長
は
両
博
士
の
功

績
を
称
え
祝
福
し
、
こ
の
賞

の
意
義
に
つ
い
て
「
こ
れ
を

受
賞
す
る
人
の
名
誉
で
あ
る

と
同
時
に
、
慶
應
義
塾
に
と

っ
て
も
大
変
名
誉
で
あ
る
」

と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
亀
岡

偉
民
文
部
科
学
副
大
臣
兼
内

閣
府
副
大
臣
、
ペ
ー
タ
ー
・

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
フ
リ
ー
ト

駐
日
オ
ラ
ン
ダ
王
国
大
使
よ

り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
く
受
賞
者
か
ら
の
挨
拶

で
ク
レ
バ
ー
ス
博
士
は
、
尊

敬
す
る
日
本
の
医
学
・
生
命

科
学
の
研
究
者
と
し
て
、
山

中
伸
弥
先
生
、
大
隅
良
典
先

生
、
本
庶
佑
先
生
と
い
っ
た

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
名
前

を
挙
げ
た
う
え
で
、
日
本
と

オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
研
究
の
つ

な
が
り
に
言
及
。
10
年
ほ
ど

前
に
ク
レ
バ
ー
ス
博
士
の
研

究
室
に
在
籍
し
た
佐
藤
俊
朗

教
授
（
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
医
学

講
座
）
に
つ
い
て
も
、
多
大

な
貢
献
を
し
て
く
れ
た
と
紹

介
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
中
か
ら
集
ま

っ
て
い
る
研
究
室
の
メ
ン
バ

ー
た
ち
、
と
り
わ
け
長
年
に

わ
た
っ
て
支
援
し
て
く
れ
て

い
る
奥
様
に
対
す
る
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　

岸
本
博
士
は
、
こ
れ
ま
で

写
真
左
か
ら
、
天
谷
医
学
部
長
、
竹
内
常
任
理
事
、
フ
ァ
ン
・

デ
ル
・
フ
リ
ー
ト
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
王
国
大
使
、
岸
本
博
士
、
ク

レ
バ
ー
ス
夫
人
、
ク
レ
バ
ー
ス
博
士
、
長
谷
山
塾
長
、
岡
野
医

学
研
究
科
委
員
長


